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Ⅰ.諸言 

吉井(1997)は,「ファスト・ブレークをス

タートするチャンスは原則的にはボールの所

有が転換するごとにあり,その所有の転換が

不意であればあるほど効果的なチャンスとな

る.」43)と述べている.また,佐古（2013）は,

「ターンオーバーが起きたときには逆に相手

にアウトナンバーを作るチャンスを与えてし

まう」34)と述べ,吉井（1997）は,「ファス

ト・ブレークによるミスショットのリバウン

ド獲得後はファスト・ブレークをスタートさ

せるチャンスになりえる.」43）と述べてい

る. 

これらのことからトランジションオフェン

スは得点をもたらす攻撃手段でありながら

も,自陣における攻撃失敗を契機として相手

にボールの所有を奪取され,素早い攻撃展開

がなされる可能性があると考える.しかしな

がら,トランジションディフェンスに関する

研究は数少なく,攻撃の移り変わりの中で失

点に着目して検証した研究は見当たらない.

そこで本研究では,トランジションディフェ

ンスの失点要因について明らかにすることを

目的とした. 

 

Ⅱ.方法 

1. 分析対象 

2022 年,第 98回関東大学バスケットボール

リーグ戦（以下「男子」と略す)における全

178 試合のうち,映像の入手できた 175試合

を対象とした. 

 

2.分析項目 

1)Fast break の定義 

ドリブルもしくはパスによってセンターラ

インを越えたとき,ボールラインからゴール

方向にいるプレイヤーが 1on0 から 5on4 まで

を Fast break と定義した . 

 

2)Fast break の定義 

防御者のマークがルーズな状態にあ

り,Fast break から動きを止めることなく,

攻撃がなされた 2on1 から 5on4 までを

Secondary break と定義した. 

 

3)Fast break,Secondary break 発生場面 

スティール(以下「STL」と略す),シュート

成功(以下「成功」と略す),シュート失敗(以

下「失敗」と略す),スローイン,その他(以下

「Others」と略す)を項目とした. 

 

4)スローインの定義 

スローインのうち,フィールドゴールある

いは最後のフリースローが成功した後のスロ

ーインは「インバウンズプレイ」とし, ボー

ルが審判の手渡しによってなされるスローイ

ンは「アウトオブバウンズプレイ」と定義し

た.また,「アウトオブバウンズプレイ」のう

ち,ベースラインからなされたスローインを

「BLOB」とし,サイドラインからなされたス

ローインを「SLOB」と定義した. 

 

5)フリースロー失敗の定義 

フリースロー(以下,「FT」と略す)につい

て, フリースローラインから放たれたシュー

トの得点が認められず,ディフェンスリバウ



ンドが起こった場合を「FT失敗」として定

義した. 

3.分析方法 

映像分析ソフト hudlsportscode を用い,PC

画面上で対象の試合映像を再生しながら, 

Fast break または Secondary break が発生

した場面から前 1往復を抽出し,分類する各

項目に関してタグをつけるタギングという作

業を行い,各項目をエクセルに集計した. 

 

Ⅲ.結果・考察 

1.Fast break 発生回数 

全体において,Fast break 発生条件で最も

発生回数が多かった項目は失敗,STL の順で

あった.要因として,カテゴリーの違いとオフ

ェンス効率が考えられる. 

 

2.Secondary break 発生回数 

全体において,Fast break 発生条件で最も

発生回数が多かった項目は失敗,STL の順で

あった.要因として,カテゴリーの違いとオフ

ェンス効率が考えられる. 

 

2.Set offense から Fast break  

 Set offense から Fast break における Fast 

break 発生条件では,STL が最も多く発生して

いた.Sun ら(2022)は「バスケットボールに

おいてスティールは通常,チームがファスト

ブレイクを仕掛ける理由となる.」33)と述べ

ている.また,田方ら(2017)は「スティールは

そのまま速攻につながる可能性が高い」38)と

述べ,佐古(2013)は「ターンオーバーが起き

たときには逆に相手にアウトナンバーを作る

チャンスを与えてしまう.」34)と報告されて

いることから,STL 後に Fast break が発生す

る確率が高くなることが考えられる. 

 

2. Fast break から Fast break 

Fast break から Fast break における Fast 

break 発生条件では, 失敗が最も多く発生し

ていたが有意な差は認めらなかった.  

倉石(2015)は,年齢と経験が豊富になるほ

ど攻撃効率が上昇し,1回の攻撃で奪取でき

る点数が高くなり,1試合における各カテゴ

リーの攻撃回数の目安は高校 110回以上,大

学 90回以上,実業団・プロ 85回以上 18）と述

べている.また,Alsasua ら(2018)は,U16 にお

けるバスケットボールチームはプロバスケッ

トボールチームよりも静的ではなく,Fast 

break の頻度が高い 2)と述べられており, 

Ortega ら(2007)は,U16 において,勝利したチ

ームはセットオフェンスが少なく,Fast 

Break をより多く使用している 30）と述べら

れている.さらに,Alsasua ら(2018)は,U16 の

チームよりもプロバスケットボールチームの

ショットの成功率が大幅に高かった 2)と述べ

ている.大学・実業団・プロなどカテゴリー

が上がるにつれて,トランジションデフェン

スに対する意識が高く,Fast break, 

Secondary break 発生回数が少なくなったの

ではないかと考える. 

 

Ⅳ.結論 

Set offense から Fast break が成功した条

件として,STL 後に最も多いことが明らかに

なった.ハーフコートオフェンスの際パスと

ドリブルのミスをすると,アウトナンバーの

状況が発生しやすいからであると考えられ

る.パスとドリブルのミスを少なくして,STL

された際には,Fast break に備えバックコー

トに素早く帰陣する必要があると考えられ

る. 

Set offense から Fast break 以外の場面で

は,本研究において有意差は認められなかっ

た.全体を通じて Fast break が少ないこと

や,オフェンス効率の変化が一つの原因とし

て考えられる.本研究では,関東大学バスケッ

トボールリーグ戦の男子のみを対象とした.

今後は複数のシーズンにわたってデータを取

得することで,新たな結果が得られると考え

られる.また,大学以外のカテゴリーにおける

Fast break の発生状況を把握することや,関

東大学バスケットボールリーグ戦女子の試合

を対象としてトランジションの発生状況を把

握することが課題であり,さらに試合数を計

上していく必要があるだろうと考える. 

  

 

 


